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【背景と目的】

• 近年、拡散テンソル法（DTI）MRI脳
画像を用いた高次脳機能研究がさ
かんである。

• 今回、我々は脳梗塞急性期の失語
症患者の脳内神経線維障害をDTI
のfractional anisotropy (FA) 値を用
いて評価した。



【方法と対象】

• 発症前ADL自立、初回発症の脳梗塞急性期
患者で、主要な臨床症状が失語症であるも
のを対象に、発症2週目でDTIを撮像した。

• これらの患者と対象群を比較した。



【方法と対象】

• 脳画像の統計的比較にTract-based spatial 
statistics (TBSS) を用いた。

• さらに、個別の症例のTBSS画像において、
Regions of Interest (ROI) 解析を行った。

• 左右の弓状束をROIとして、それぞれ該当す
るVoxelのFA値平均を計算し、さらに左側ROI/
右側ROI FA値の比（Ratio FA）を求めた
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【結果】

• 脳梗塞失語症群10例と対象群21症例を解析
した。
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【結果】

• TBSSによる2群間の脳画像比較において、失
語症患者群で左弓状束に統計的有意なFA値
低下が見られた。
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【結果】

• ROI解析では、Ratio FAは失語症患者群で中
央値 0.955（分布範囲 0.739ー1.023）、対象群
で中央値 1.006（分布範囲 0.982ー1.088）で
あり、失語症群で統計的有意に低値であった
（P = 0.0001 by Wilcoxon rank sum test）。
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【考察】

• 失語症を主症状とする急性期脳梗塞患
者において、左弓状束の障害が示され
た。

• 慢性期症例と比較して、急性期では症
状と病巣の対応が明らかである。今回
の結果は、失語症発症と左弓状束障害
との強い関与を示唆するものである。


